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誠
波
今
道 、
『
喉立日
用
字
考」 、
『
阿
刈
霞」

論
争

要

ヒー
日

本
居宣
長
と
上
回
秋
成
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
古
代
日
本
語
音
韻
に

関
す
る
『
阿
刈
霞』

論
争
に
おい
て 、
上
回
秋
成
は
そ
の
学
問
的
根
拠

の
大
半
を
友
人
調
波
今
道
に
依
拠
し
た
こ
と
を
表
明
し
て
い
る。
今
道

の
名は
宣
長
の
裁
断
に
よっ
て
学
説
史
か
ら
消
滅
し
た
が 、
彼の
著書

「
喉立日
用
字
考』
(
静
嘉
堂
文
庫
蔵)
を
検
討
す
る
と
次
の
諸
点
に
おい

て
没
却
し
得
な
い
内
容
を
持っ
て
い
る。
①「
近
世
仮
名
遣い

論
の
要

諦「
喉
音三
行
弁」
を
『
韻
鏡』
関
合 、
声
母 、
等
位
を
組
み
合
わ
せ
た

説
明
に
成
功
し
た 。」
②「
古
代
日
本
語
に
存
し
た
ア
行
の「
衣」
と
ヤ

行
の「
延」
の
区
別
を
予
見
し
た 。」
③「
上
代
漢
字
音
に
存
し
た
唇
内
嬢

韻
尾m
と
舌
内
媛
韻尾n
の
区
別
を
発
見 、

論
証
し
た 。
こ
れ
は
従
来

そ
の
創
見
を
言
わ
れ
る
東
条
義
門
『
男
信』
に
数
十
年
先
行
す
る。」

し
か
し 、

上
回
秋
成
は
今
道
の
画
期
的
な
業
績
を
正
し
く

理
解
せ

金I

貫

号

ず 、
宣
長が
言
う
半
濁
音P
を
い
わ
ゆ
るハ
行
転
呼
音
と
誤
解
し
て
宣

長
説
を

論い 、
さ
ら
に
今
道が
上
代
の
漢
字
音だ
け
に
絞っ
たm
n
韻

尾
の
区
別
を
当
時
の
大
和
言
葉
に
鉱
大
解
釈し
て
主
張
し
た 。
宣
長
は

秋
成
と
の

論
争
を
通じ
て
今
道
説
を
知
る
に
過
ぎ
な
かっ
た
の
で 、
秋

成
も
ろ
と
も
に
今
道
を
葬
り
去
る
結
果と
なっ
た 。

編
波
今
道
と
は
何
者
か

今
日 、
日
本
語
学
説
史
の
叙
述
に
お
い
て
稿
波
今
道
の
名
が
取
り
沙
汰
さ

れ
る
と
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い 。
彼
は 、
学
説
史
上
無
名
と
い
っ
て
よ
い
存
在

で
あ
る 。
唯
て
彼
の
登
場
す
る
機
会
が
本
居
宣
長
と
上
回
秋
成
の
論
争
を

収
め
た
『
珂
刈
霞』
(
天
明
七
年一
七
八
七
成
立)
に
お
い
て
で
あ
る 。
上
代
語

音
声
に
関
す
る
論
争
を
収
め
た
本
書
上
篇
は 、
宣
長
が
古
代
日
本
語
の
音
声

が
近
代
人
の
想
像
を
超
え
た
ユ
ニ
ー
ク
で
端
正
な
仕
組
み
を
持っ
て
い
た
と

す
る
の
に
対
し
て 、
秋
成
が
自
ら
の
言
語
経
験
に
基
づ
く
立
場
か
ら
反
論
を

加
え
る
と
い
う
構
成
に
よ
っ
て
な
る 。
す
な
わ
ち
宣
長
は 、
上
代
仮
名
が
日

本
語
音
声
を
正
確
に
反
映
し
て
い
る
と
し
て「
半
濁
音」
(パ
ピ
プ
ペ
ポ) 、
機
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音
ん(n)
を
当
時
の
大
和
言
葉
に
は
あ
り
え
な
い
も
の
と
し
て
否
定
し
た
の

で
あ
る 。
こ
れ
に
対
し
て
秋
成
は 、
日
常
言
語
の
経
験
か
ら
上
代
和
語
に
お

け
る
「
半
濁
音(
こ
れ
を
秋
成
はハ
行
転
呼
音に
誤
解
す
る。
後
述)」 、
援
音
の

存
在
を
主
張
す
る
立
場
を
取
る 。
両
者
の
論
争
が
日
本
語
研
究
の
内
部
問
題

に
と
ど
ま
ら
ず
広
範
な
知
的
関
心
を
集
め
て
き
た
の
は 、
当
時
の
代
表
的
知

識
人
で
あ
る
こ
人
の
拠
っ
て
立
つ
教
養
基
盤
に
際
立
っ
た
対
照
が
観
察
さ

れ 、
そ
の
こ
と
が
思
想
的
な
課
題
に
触
れ
る
よ
う
な
深
い
陰
影
を
刻
ん
で
き

た
か
ら
に
他
な
ら
な
い 。

日
本
語
学
説
史
の
観
点
か
ら
す
る
と
き
か
か
る
日
本
古
音
に
関
す
る
論
争

が
生
起
す
る
の
は 、
当
時
の
知
識
世
界
に
お
い
て
古
代
語
音
声
に
対
す
る
か

つ
て
な
い
関
心
の
高
ま
り
が
在っ
た
か
ら
と
見
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い 。
古
代

語
音
声
の
復
元
の
問
題
は 、
中
世
以
来
の
古
典
研
究
の
根
幹
で
あ
る
仮
名
遣

い
と
『
韻
鏡』
注
釈
に
由
来
す
る
音
韻
之
学
の
合
流
と
い
う
学
術
の
近
世
的

注
I

展
開
の
帰
結
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た 。

『
阿
刈
霞」
お
よ
び『
上
回
秋
成
の
答
書」
(
秋
成
自
筆 、
本
居
宣
長
記
念
館
蔵)

に
お
い
て
秋
成
は 、
友
人
橋
波
今
道
の
説
を
最
大
限
援
用
し
て
宣
長
と
の
論

戦
に
臨
ん
で
い
る 。

今
道
ハ
此
音
勾
ノ
学
術
ヲ
以
テ
御
国
ノ
古
言
ヲ
説
ン
ノ
志
ア
リ
テ 、

年
月
ニ
思
ヒ
ワ
タ
レ
ル
人
ナ
リ 、
是
ハ
成
ガ
イ
マ
ダ
学
得
ヌ
術
ナ
レ

ハ 、

其
可
否
ア
弁
ス
へ
キ
ニ
ア
ラ
ス 、
依
テ
彼
人
ノ一一一同
ノ
マ、
ヲ

書
添
テ
見
セ
マ
ツ
ル
ナ
リ 、
ア
ナ
カ
シ
コ 、

『阿刈喜討 論争における上回秋成の依拠学説

コ
、

花
押

『
上
回
秋
成
の
答
書」

『
本
居
宣
長
全
集」
(
筑
摩
書
房)
第
八
巻
四
二
六
頁

一
方 、
宣
長
の
今
道
に
対
す
る
評
価
は 、
『
阿
刈
霞』
上
篇
十
六
か
条
の
応

酬
を
記
し
た
末
尾
の
否
定
的
な一
文
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る 。

今
道
は
此
音
韻
の
学
術
を
以
て
御
国
の
古
言
を
説
む
の
志
あ
り
と
や 、

お
ぼ
つ
か
な
し
/\ 、
凡
て
古
言
を
解
す
る
に
異
国
の
悉
曇
又
音
韻
家

な
と
の
術
を
ま
じ
ふ
る
に
は 、
大
に
心
得
あ
る
こ
と
也 、
そ
は
ま
づ
皇

国
と
外
国
と
は
音
勾
言
語
の
趣
向
し
き
所
と
異
な
る
所
と
の
あ
れ
ば 、

其
同
し
き
所
に
あ
た
り
で
は 、
彼 ノ
異
国
の
術
を
以
て
得
る
事
も
あ
り、

其
異
な
る
所
に
あ
た
り
で
は 、
彼 ノ
術
に
よ
り
て
は
又
大
に
失
ふ
事
も

あ
る
な
り、
然
る
に
今
砺
波
氏
の
上
件
の
論
共
を
見
る
に 、
あ
た
ら
ぬ

事
を
も
ひ
た
す
ら
彼 ノ
術
に
あ
て
て
解
せ
ん
と
す
る
も
の
也 、
か
や
う

に
て
は
た〉
失
ふ
こ
と
の
み
に
て 、
得
る
こ
と
は
あ
る
べ
く
も
あ
ら
ず 、

こ
れ
他
な
し 、
此 レ
彼 レ
と
の
異
同
を
も
わ
き
ま
へ
ず
し
て 、
ひ
た
ふ
る

に
か
の
法
を
以
て
解
せ
ん
と
す
る
か
故
也 、
か
く
の
如
く
に
て
は 、
彼

ノ
法
術
に
よ
り
て
大
に
古
言
を
誤
る
へ
き
物
也 、
い
よ
/\
学
ば
ば
い

よ
/\
違
ふ
べ
し 、
あ
な
か
し
こ 、
余
か
此
弁
に
よ
り
で
す
み
や
か
に

開
悟
せ
ば
幸
甚
々
々 、

天
明
七
年
正
月

宣
長

『
本
居
宣
長
全
集」
第
八
巻
三
九
九
頁

『
国
書
総
目
録」
に
よ
る
と 、
嘱
波
今
道
の
著
書
と
し
て
「
喉
音
用
字
考」

の
名
が
あ
っ
て 、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
と
あ
る 。
我
々
は 、
静
嘉
堂
文
庫
松
井

筒
治
氏
旧
蔵マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版『
国
語
学
資
料
集
成』
(
雄
松
堂
書
応)
を

通
じ
て
該
当
の
書
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
る 。

本
書
の
成
立
は 、
冒
頭
「
喉
音
用
字
考
之
叙」
の
終
り
に 、



安
永
丁
酉
の
と
し
神
無
月
繭
波今道
謹
題

と
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る 。
「
安
永
丁
酉」
は 、
同
六
年
二
七

七
七)
の
こ
と
で
あ
る 。
書
写
者
は
未
詳
で
あ
る
が 、
巻
末
識
語
に
次
の
記
載

を
見
る 。右一

本
繭
波
今
道
の
作
な
り予

安
永
七
戊
成
の
と
し
水
無
月
の
こ
ろ
京
兆
に

遊
ひ
直
に
此
人
に
あ
ひ
て
こ
れ
を
写
し
ぬ

繭
波
今
道
が
越
中
国
砺
波
郡
の
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
は
本
書
中
の
次
の
記

述
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る 。
句
点
は
私
に
付
す 。

和
名
抄
に
能
登
の
郡
名
鳳
至
に
不
布
之
と
注
せ
り。
能
登
は
お
の
か
故

国
に
隣
た
れ
は
其
国
人
の
こ
と
に
は
訓
た
り。
其
国
人
の
口
に
は
フ
ゲ

シ
郡
と
の
み
呼
て
和
名
抄
の
注
に
よ
れ
る
者
絶
て
な
し 。

(
十
四
丁
裏
|
十
五
丁
表)

駿
河
郡
埴
生
反
布
こ
の
名
は
お
の
か
生
国
に
も
同
字
を
用
る
郷
名
あ

り。
こ
〉
は
里
人
必ハ
ニ
フ
と
呼
り。

(
十
八
丁
表)

能
登
に
隣
す
る「
お
の
か
生
国」
す
な
わ
ち
越
中
国
砺
波
郡
の「
埴
生」
は 、

現
在
の
富
山
県
小
矢
部
市
埴
生一
帯
の
地
域
を
指
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

本
書
で
は
腐
波
今
道
と
上
回
秋
成
と
の
直
接
の
交
友
関
係
を
示
唆
す
る
記
述

が
見
出
さ
れ
る 。
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今
按
社
兄
秋
成
云
或
書
家
の
説
に
ン
は
ニ
字
の
変
体
ん
は
に
字
の
変
体

な
り
と
い
へ
り。
此
説
し
か
る
へ
く
や 。
こ
れ
そ
上
古
の
意
を
伝
た
り

と
す
へ
し 。

(
十
了
裏)

こ
の
記
述
は 、
「
上
回
秋
成
の
答
書』
中
の
秋
成
の
次
の
主
張
に
お
そ
ら
く

対
応
す
る 。

平
仮
字ニ
ハ
に
ヲ
ん
ト
文
ナ
シ 、
片
仮
字ニ
ハ
ニ
ヲ
ン
卜
文
ナ
シ

ツ
\
共ニ
筆
尾
を
翻
テ
其
勾
ヲ
知
ラ
セ
タ
ル
者
也

「
本
居
宣
長
全
集」
第
八
巻
四
二
四
頁

ま
た 、
本
書
で
は
宣
長
の『{子
音
仮
字
用
格』
(
安
永五
年一
七
七
六
刊)
が

し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る 。
実
は
本
文
中
四
箇
所
こ
丁
表 、
二
丁
裏 、
四
了
表 、

八
丁
表)
現
れ
る
こ
の
書
物
の
名
称
が
す
べ
て「
字
音
仮
字
用」
と
「
格」
字

の
落
ち
た
形
に
な
っ
て
い
て
例
外
が
な
い 。
興
味
深
い
こ
と
に
先
の
秋
成
自

筆
の
『
上
田
秋
成
の
答
書』
で
も
同
様
に
「
字
音
仮
字
用」
と
な
っ
て
お
り、

宣
長
全
集
所
収
の
該
当
個
所
の
傍
注
は[
格
脱
カ]
(
四
二
五
頁)
と
す
る
が 、

こ
れ
は
『
喉
音
用
字
考」
の
体
裁
を
秋
成
が
襲っ
た
た
め
に
違
い
な
い 。
秋

成
は 、
本
書
を
読
ん
だ
う
え
で
対
宣
長
論
争
に
臨
ん
だ
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る 。

一
方 、
宣
長
は
『
珂
刈
霞』
な
ど
を
見
る
限
り、
秋
成
と
の
論
争
を
通
じ
て

編
波
今
道
の
説
に
触
れ
た
と
い
う
立
場
を
取っ
て
い
て 、
宣
長
が
「
喉
音
用

注
2

字
考」
を
読
ん
で
い
た
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る 。

以
上
の
よ
う
に
『
喉
音
用
字
考」
は 、
秋
成
や
宣
長
を
め
ぐ
る
同
時
代
の

他
資
料
と
の
聞
に
否
定
で
き
な
い
関
連
が
認
め
ら
れ
る
の
で
本
書
の
歴
史
的

文
献
と
し
て
の信
頼
性
が
示
唆
さ
れ
る 。
次
節
か
ら
本
書
の
内
容
を
検
討
す

る
が 、
本
稿
で
は
近
世
期
以
後
興
起
し
た
韻
鏡
注
釈
を
出
発
点
と
す
る
特
定

の
学
問
を
指
し
て
「
音
韻
学」
と
呼
ぴ 、
具
体
的
な
音
価
推
定
を
伴
う
学
術

を一
般
言
語
学
的
観
点
か
ら
「
音
声
学」
と
し
て
呼
称
す
る
点
を
あ
ら
か
じ

め
留
意
さ
れ
た
い 。
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「
韻
鏡」

図
に
基
づ
い
た
「
喉
音
三
行
弁」

の
規
定

近
世
の
日
本
音
韻
学
は 、
仮
名
遣
い
の
本
質
を
捉
え
た
「
喉
音
三
行
弁」

す
な
わ
ち
古
代
語
の
ア
ワ
ヤ
三
行
の
発
音
の
区
別
を
規
定
す
る「
仮
名
遣
い

論」
と
し
て
発
展
し
て
き
た 。
近
世
仮
名
遣
い
論
に
お
い
て
最
初
に「
喉
音
三

行
弁」
の
認
識
を
示
し
た
契
沖『
和
字
正
濫
要
略』
(
元
禄
十一
年一
六
九
八
成

立)
で
は 、
反
切
の
切
字(
上
字)
に
注
目
す
る
説
明
が
試
み
ら
れ
た 。
こ
れ

は
「
喉
音
三
行
弁」
を
音
節
頭
音
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

る 。

『阿刈霞』論争における上回秋成の依拠学説

ま
さ
し
く
仮
名
の
ま
き
る〉
は 、
五
十
音
の
中
に 、
あ
い
う
え
を 、
ゃ

い
ゆ
え
よ 、
わ
ゐ
う
ゑ
お 、
此
三
行
の
う
ち
を
出
す 、
(
中
略){子
を
反

す
に 、
二
字
に
て
反
す 、
上
を
切
字 、
下
を
韻
字
と
い
ふ 、
下
の
韻
字

に
て
平
上
去
入
は
定
ま
れ
と 、
和
語
に
か
く
時 、
そ
れ
は
用
な
し 、
上

の
字
に
て
い
ゐ
等
を
わ
か
つ
な
り、
在
ノ
切 、
丁
ノ
切 、
乙
ノ
切 、
伊

ノ
切 、
鳥
|
切 、
於
切 、
な
と
あ
る
は 、
皆
あ
い
う
え
を
の
字
也 、

羊
ノ
切 、
以
ノ
切 、
夷
ノ
切 、
食
ノ
切 、
疾
ノ
切 、
亦
ノ
切 、
余
ノ
切 、

与
ノ
切 、
欲
ノ
切 、
勺
ノ
切 、
絵
ノ
切 、
こ
れ
ら
は 、
ゃ
い
ゆ
え
よ
の

字
な
り、
王
ノ
切 、
為
ノ
切 、
章
ノ
切 、
子
ノ
切 、
雲
ノ
切 、
百円
ノ
切 、

羽
ノ
切 、
こ
れ
ら
は 、
わ
ゐ
う
ゑ
お
の
字
也 、
こ
れ
を
も
て
古
書
の
仮

名
に
し
た
か
は〉 、
み
つ
か
ら
仮
名
の
こ
〉
ろ
を
得へ
し

『
和
字
正
濫
要
略」
『
契
沖
全
集」
(
岩
波
書
庖)
第
十
巻

次
い
で
文
雄
は 、
「
和
字
大
観
紗」
(
宝
暦
四
年一
七
五
四
刊)
に
お
い
て「
喉

立国
三
行
弁」
を『
韻
鏡』
「
開
合」
の
所
属
を
軸
に
説
明
を
試
み
た 。
開
合
は 、

口
の
聞
き
の
程
度
を
表
す
も
の
と
見
ら
れ
る
か
ら 、
ア
ワ
ヤ
三
行
の
発
音
の

相
違
を
母
音
的
特
徴
に
よ
っ
て
捉
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る 。

又
喉
音
に
三
つ
あ
る
中 。
あ
い
う
江
を
は 。
開
音
に
て
正
し
き
な
り。

ヒピキ

第一
の
行
に
あ
り
て 。
横
の
五
行
直立国
の
韻
と
な
る
な
り。
其
中
ゃ
い

ゆ
え
よ
は 。
開
合
に
通
ず
る
故
に 。
働
中
の
開
と
し 。
わ
井
う
ゑ
お
を

モ
ト

合
と
す
る
な
り。
一
切
の
音
は 。
喉
音
を
本
と
し 。
又
喉
音
に
三
行
を

サツ

立
た
る
も 。
か〉
る
い
は
れ
あ
る
事 。
深
く
察
す
べ
し 。

「
和
字
大
観
紗』
(
刈
谷
市
立
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
蔵
本)

し
か
し 、
右
の
反
切
と
開
合
に
よ
る
説
明
の
試
み
は
音
韻
学
的
処
理
の
不

備
を
含
ん
で
い
た
た
め
に 、
田
中
大
観
『
喉
音
仮
名
三
異
弁」
(
宝
暦
十
年一

七
六
O
成
立)
に
よ
っ
て
と
も
に
否
定
さ
れ
た 。
大
観
に
よ
る
最
も
痛
烈
な
指

摘
は 、
『
韻
鏡」
開
合
の
分
類
に
よ
っ
て
イ
ヰ(
以
為)
と
エ
ヱ
(
衣
恵)
の
対

立
は
よ
く
説
明
で
き
る
が 、
オ
ヲ(
於
乎)
の
仮
名
は
い
ず
れ
も
合
類
に
所
属

し
て
い
る 、
と
い
う
点
で
あ
っ
た 。
こ
の
こ
と
は
文
雄
自
身
も
認
め
ざ
る
を

得
な
か
っ
た(「
喉
音
三
異
弁
弁
正』
宝
暦
十一
年
成
立) 。
こ
れ
ら
の
論
争
を
観

察
し
て
い
た
本
居
宣
長
は 、
開
合
に
加
え
て「
韻
鏡』
に
規
定
の
な
い「
軽
重」

を
日
本
古
音
独
自
の
概
念
と
し
て
持
ち
出
し 、
オ
ア
類
の
対
立
を
唇
の
運
動

の
軽
重
と
し
て
説
明
し
た 。
従
来
の
『
韻
鏡」
に
縛
ら
れ
た
枠
組
み
を
離
れ

て 、
日
本
古
音
を
ユ
ニ
ー
ク
な
自
立
的
存
在
と
し
て 、
こ
れ
に
音
価
推
定
を

注
入
し
た
の
が「
字
音
仮
字
用
格』
「
喉
音
三
行
弁」
で
あ
っ
た 。
宣
長
の「
喉

音
三
行
弁」
の
成
功
は 、
古
代
語
音
の
復
元
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
日
本
音
声

学
の
成
立
を
告
げ
る
出
来
事
で
あ
っ
た 。
し
か
し 、
室
長
の
論
に
は
大
観
に

注
3

指
摘
さ
れ
た
右
の
音
韻
学
上
の
問
題
点
が
残っ
て
い
た 。
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注
目
の
書 、
稿
波
今
道「
喉立日
用{子
考』
は 、
「
喉
音
三
行
そ
殊
に
優
れ
て

あ
や
し
か
り
け
る」
(
叙 、
一
丁
表)
と
の
立
場
か
ら 、
「
字
音
仮
字
用
格』
の

業
績
を
肯
定
的
に
継
承
し
て
喉
音
三
行
に
属
す
る
万
葉
仮
名
の
音
韻
学
的
規

定
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る 。
『
喉
音
用
字
考」
は 、
従
来
か
ら
取
り
上
げ
ら

れ
て
き
た
「
開
合」
に
『
韻
鏡」
の
「
声
母」
と
「
等
位」
を
組
み
合
わ
せ

て
「
喉
音
三
行
弁」
の
効
果
的
な
説
明
を
試
み
た 。
本
書
は 、
官一
長
の
『
字

音
仮
字
用
格」
と
富
森一
斎「
韻
鏡
藤
氏
伝」
(
安
永五
年一
七
七
六
刊)
の
業

績
を
継
承
す
る
こ
と
を
標
傍
し 、
か
っ
こ
の
両
者
の
考
察
の
不
備
を
補っ
て

新
し
い
見
解
に
達
し
た
こ
と
を
述
べ
る 。
句
点
は
私
に
付
す 。

此
こ
ま
き
の
篇
什
ま
こ
と
に
海
内
の
弥
書
た
る
へ
し 。
さ
れ
と
二
家
相

違
に
尽
さ
〉
る
所
あ
る
も
の
に
似
た
り。
ゆ
ゑ
に
何
と
な
れ
は
も
と
よ

り
喉
音
三
行
な
る
を
開
合
の
二
種
に
わ
か
ち
て
説
た
ら
む
事
理
に
於
て

あ
た
る
へ
か
ら
す 。
し
か
の
み
な
ら
す
本
居
主
は
本
朝
上
古
の
書
に
照

し
て
韻
鏡
を
た〉
し一
斎
翁
は
悉
曇
韻
鏡
の
其
理
に
か
な
へ
つ
〉
お
し

て
仮
名
を
造
れ
る
も
の
也 。
か
れ
そ
の
字
音
仮
名
用
を
た
の
み
て
仮
字

を
意
得
む
に
は
韻
鏡
の
諸
転
其
開
合
を
改
め
む
事
容
易
き
わ
さ
と
し
も

な
く
か
つ
い
と
煩
し
く
な
む 。
さ
て
藤
氏
伝
に
擦
て
仮
名
を
弁へ
む
に

は
本
朝
上
古
の
例
に
か
な
は
さ
る
者
は
な
は
た
す
く
な
し
と
す
へ
か
ら

す 。
こ
と
に
僕
今
道
月
こ
ろ
二
大
家
の
篇
什
を
枕
と
し
そ
の
悉
曇
韻
鋭

の
か
た
は
し
を
翁
に
従
ひ
て
問
札
し
本
朝
上
古
の
諸
証
を
主
か
篇
什
に

う
か〉
ひ
つ
〉
あ
な
か
し
こ
い
さ〉
か
思
得
る
か
如
し 。

(一
丁
裂
l二
丁
表)

右
に
よ
れ
ば 、
「
喉
音
三
行
弁」
の
説
明
に
関
し
て
官一
長
の
開
合
の
論
で
は

不
十
分
で
あ
り、
一
斎
の
韻
鏡
注
も
日
本
上
代
の
仮
名
用
法
に
合
致
し
な
い

と
こ
ろ
が
多
い
と
す
る 。
そ
こ
で
今
道
は 、
『
韻
鏡」
の
テ
キ
ス
ト
を『
磨
光

韻
鏡』
と
『
韻
鋭
藤
氏
伝」
を
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
厳
選
し 、
五
十
音

図
の
オ
ヲ
の
所
属
は
『
字
音
仮
字
用
格』
に
従
い 、
上
代
の
仮
名
文
字
例
は

『
古
言
梯」
か
ら
採
る 、
と
い
う
当
時
に
お
け
る
先
端
的
研
究
を
継
承
す
る
の

で
あ
る 。

韻
鏡
の
諸
本
開
合
異
同
あ
り
と
い
へ
ど
も
磨
光
韻
鏡井

開
合
に
於
て
相
同
き
を
今
証
と
せ
り

五
十
字
文
の
於
字
を
阿
行
と
す
る
に
は
字
音
仮
字
用
の
改
正
に
従

藤
氏
伝

^' 

り
上
古
の
用
字
を
取
事
は
大
凡
古
言
梯
に
よ
れ
り「

附
言」
(
二
丁
裏)

『
喉
音
用
字
考」
の
方
法
は 、
『
韻
鏡」
音
図
を
深
く
分
析
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
開
合 、
声
母 、
等
位
と
い
う
多
角
的
な
観
点
か
ら
上
代
の
喉
音
三
行
の

音
声
の
差
異
を
割
り
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る 。
本
書回目
頭
に
言
う 。

護
て
考
ふ
る
に
古
人
の
字
を
用
た
る
五
十
字
文
の
中
に
つ
き
て
そ
の
喉

音
三
行
を
差
別
す
る
に
は
必
其
字
の
切
母
を
わ
か
ち
後
そ
の
位
を
定
め

て
と
る
か
如
見
ゆ
あ
り。
試
に
今
の
韻
鏡
に
照
し
て
其
差
別
を
管
見
す

カ
ナ
ラ
ス

る
に
阿
行
は
必
影
母
四
位
の
字
に
取 。
耶
行
は
必
轍
母
第
四
位
の
字
音

の
み
を
取 。
倭
行
は
影
暁
匝
輸
に
わ
た
り
て
其
合
転
に
と
れ
る
に
必
影

喰
の
第
四
位
を
除
け
り。

(
三
丁
表
|
三
丁
裏)

右
に
よ
れ
ば
喉
音
三
行
の
字
音
仮
名
は 、
『
韻
鏡」
の
切
母
(
つ
ま
り
「
声

母」)
に
お
い
て
裁
然
と
し
た
分
布
を
呈
す
る
と
い
う 。
以
下
そ
の
解
を
示
す 。
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ア
行
仮
名
は
す
べ
て
『
韻
鏡」
図
の
影
母
四
等
の
聞
に
分
布
す
る(
実
際

は
二
等
字
を
欠
く 、
後
述
の「三
行
通
別
之
図」
参
照) 。
ま
た
ヤ
行
仮
名
は 、

例
外
な
く
喰
母
四
等
字
だ
け
で
あ
る 。
ワ
行
仮
名
は
合
転
で
あ
り
影
暁

匝
喰
の
声
母
に
わ
た
る
が 、
影
母
喰
母
四
等
を
除
く
字
で
あ
る 。

『
韻
鏡」
声
母
は
頭
音
分
類 、
等
位
は
韻
分
類
で
あ
る
か
ら 、
本
書
の
試
み

は
『
韻
鏡」
図
表
に
具
体
的
に
分
け
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
ア
ワ
ヤ
三
行
の
相

違
を
子
音
的
特
徴
と
母
音
的
特
徴
に
分
析
し
た
の
で
あ
る 。
次
に
挙
げ
る
の

は
そ
の
実
証
例
で
あ
る 。

古
書
用
字
例

影

阿
網
安
鞍

伊

妖
意
億
憶
乙
隠
応
搬

右
二
十
四
字
古
言
悌
所
載
也

(
中
略)

『阿刈霞j論争における上回秋成の依拠学説

哀
衣
依
要
愛

挨
於
紛

鳥
汗
符

皆
属
影
母
四
位
之
問
臨時
多
対
注
字
例

韻
鏡
切
母
字
例

影

阿
安
央
握
云

伊
一

委

烏
好
憂

依
煙
喧
愛
哀

乙
府
憶
於
己

上

件
の
諸
字
と
も
に
影
母
の
属
也 。

相
む
か
へ
て
考
る
に
此
諸
字
都
の
呉
音
を
よ
ふ
と

き
は
た
へ
て
由
与
等
の
音
を
な
さ
す

き
れ
は
影
母
は
阿
倭
行
を
表
裡
に
と
り
て
耶
行

は
別
な
る
を
見
る
に
た
れ
る
か

耶
行ャ

ィ

、

、

。

ュ

晴

也
耶
郊
郷
榔
楊
野
夜

以
異
移
恰
易
夷
己

由
遊
瀞
曳
庚

愈
総
議

延
曳
叡

輿
預
車庫

余
儀
用
容
庸
誉
遥
欲

右
三
十
八
字
士白
言
悌
所
載
也

尽
喰
母
第
四
位
之
字
而
巳

悉
曇
対
注
未
為
詳
駕
他
日
可
考
也

(
中
略)

藤
氏
伝
の
諸
字
切
韻
ヲ
附
ス

今
其
切
母
ヲ
証
ス
下
皆
相
同
シ

倭
行

ヲ

、

時

、

影
齢

倭
椀

委
萎
威

限

繊

烏
於
乎
反

場
鳴

以
上
三
字
漢
音
ヲ
呼
カ

字
と
も
に
彫
母
三
位
己
上
を
取
り

e-1

、

喰
齢

王

和

厘
母
一

位

為

位

章

偉

滑

謂

子

字

有

雲

羽

属

回

会
絵
三
字
恒
一

位

恵
匝
母
四
位

愛

遠
越
乎
呼
二
字
暁
一

位

廻
旦

右
三
十
八
字
古
言
梯
所
載
也

ウ
の
音
影
母
に
属
す
る
者
ハ
す
て
に
阿
行
に
出
せ
り

怨
献

椀
肝

己
上
の弘ヲ衛ヱ

都
属
影
腕
匝
喰
之
合
転
但
不
取
影
喰
第
四
位
之{
子
駕

(
三
丁
裏
l
五
丁
表)

右
の
今
道
の
結
論
と
考
証
は 、
今
日
の
古
代
漢
字
音
研
究
の
成
果
と
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る(
有
坂
秀
世「
上
代
音
韻
致』
第
三
部 、
三
省
堂一
九
五
五) 。
た

だ
今
道
は 、
ワ
行
仮
名
が
影
暁
匝
喰
に
わ
た
る
と
し 、
暁
母
の
例
と
し
て

「
呼・
乎」
の
二
字
を
挙
げ
て
い
る 。
し
か
し「
乎」
は 、
『
韻
鏡』
字
母
の「
胡」

が
代
表
し 、
今
道
の
拠
る
『
磨
光
韻
鏡」
と
「
韻
鏡
藤
氏
伝」
で
は
「
胡」

は
内
転
第
十
二
合
「
匝
母」
字
で
あっ
て 、
『
韻
鏡」
図
に
お
い
て「
呼」
(
暁

母一
等)
の
左
隣
に
位
置
す
る 。

ま
た
今
道
は 、
影
母
四
等
字
の
ア
行
仮
名
と
し
て「
要」
を
挙
げ
て
い
る
が 、

こ
れ
は
勿
論
ヤ
行
仮
名
で
あ
る
た
め 、
右
の
記
述
「
耶
行
は
必
喰
母
第
四
位

の
字
音
の
み
を
取」
は
正
し
く
「
ヤ
行
は
影
母
織
母
四
等
の
字
音
を
取
る」

注
4

と
改
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る 。
ア
行
と
ヤ
行
の
「エ」
の
区
別
は 、
本
書
で

は
ま
だ
完
全
に
は
実
証
さ
れ
て
い
な
い 。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る 。

こ
の
よ
う
に
今
道
は 、
『
韻
鏡」
の
開
合 、
声
母 、
等
位
の
観
点
か
ら
古
代

日
本
語
の
「
喉
音
三
行
弁」
を
ほ
ぼ
無
理
な
く
説
明
す
る
こ
と
に
成
功
し
た 。



住
5

こ
れ
は 、
従
前
の
仮
名
遣
い
論
者
が
な
し
得
な
か
っ
た
達
成
で
あ
る 。

今
道
は
こ
の
よ
う
な
自
説
の
要
諦
を「
開
転
定
位
之
図」
(
六
丁
表)
「
合
転

定
位
之
図」
(
七
丁
表)
お
よ
び
「
三
行
通
別
之
図」
に
表
し
て
い
る 。
そ
の

う
ち
「
三
行
通
別
之
図」
を
次
に
挙
げ
る 。

開
合
影
母一
三
四

開
合
喰
母

四

合
喰
母一
三

ア
イ
ウ
エ
オ

通
ヤ
イ
ユ
エ
ヨ

ワ
ヰ
ウ
ヱ
ヲ

(
中
略
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開
合
影
母
二ニ
四

開
合
輸
母

四

ワ
ヰ
ウ
ヱ
ヲ

合
輸
母
二二

(
八
丁
表
|
八
丁
裏)

ま
た
今
道
は
ア
音
が
声
韻
を
兼
備
す
る
基
本
的
音
声
で
あ
り
イ
ウ
エ
オ
音

が
音
節
を
構
成
す
る
主
母
音
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る 。

そ
も
悉
曇
の
五
字
論
に
は
五
十
声
韻
に
五
十
の
形
を
あ
ら
は
し
そ
を
差

別
す
る
事
は
師
説
日
阿
字
は
声
韻
を
通
備
し
伊
烏
衣
於
は
韻
た
り。
加

左
等
の
九
字
は
声
也 。
自
齢
の
三
十
六
字
は
声
韻
和
合
所
生
の
音
と
す

と 。
(
中
略)
さ
ら
は
伊
烏
衣
於
は
猶
立
へ
き
声
に
あ
ら
す 。
声
音
に
加

は
り
て
こ
そ
其
用
は
な
さ
め 。
こ
〉
に
は
う
た
ひ
物
の
除
韻
に
此
等
の

字
を
周
た
る
そ
其
本
意
と
云
へ
か
め
る 。
於
裳
の
差
別
こ
〉
に
明
か
な

り。
さ
れ
は
伊
以
烏
子
衣
延
の
差
別
な
か
ら
さ
ら
め
や 。
は
た
な
か
ら

さ
る
へ
け
む
や 。

ア
イ
ウ
エ
オ

別
ヤ
千ユ
王
ヨ

(
八
丁
裏
l
九
丁
表)

右
の
「
う
た
ひ
物
の
徐
韻」
と
は
「
琴
歌
譜』
な
ど
の
音
曲
の
延
長
譜(
万

葉
仮
名
に
よ
る
母
音
表
記
が
あ
る)
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う 。
ζ
こ
で
注
目
す
べ

き
は 、
今
道
が
於
衰
の
区
別
の
存
在
が
明
ら
か
な
以
上 、
伊
以 、
鳥
子 、
衣

延
の
区
別
も
あ
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
予
見
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る 。
こ
の
観
点
は 、
後
に
太
田
全
斎『
漢
呉
音
図」
(
文
化
十二
年一
八一
五
自

序)
「
真
字
三
喉
音」
に
お
い
て
表
明
さ
れ 、
最
終
的
に
奥
村
栄
実『
古
言
衣

延
弁」
(
文
政
十二
年一
八
二
九
成
立)
に
よ
っ
て 、
天
暦
期
以
前
に
存
し
た
ア

行
ヤ
行
の
衣
延
の
区
別
と
し
て
実
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
る 。

上
代
に
お
け
る
舌
内
織
韻
尾
と

唇
内
複
韻
尾
の
区
別
の
発
見

本
書
の
業
績
の
う
ち
で
さ
ら
に
顕
著
な
も
の
は 、
上
代
日
本
漢
字
音
に
存

在
し
た
舌
内
援
韻
尾
n
と
唇
内
媛
韻
尾
m
の
対
立
を
発
見
し
た
こ
と
で
あ

る 。
今
道
は 、
先
ず
上
代
の
n
m
韻
尾
の
区
別
を
観
察
す
る
に
は 、
漢
字
原

音
の
韻
尾
を
和
語
の
二
音
に
取
る
い
わ
ゆ
る
「
二
合
仮
名」
と 、
漢
字
原
音

を
生
か
し
て
「
音
便」
を
表
示
す
る
例
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
説
く 。

声
韻
用
字
考

古
人
か
し
こ
の
声
韻
を
仮
て
其
字
を
用
る
に
二
例
あ(
り) 。互(虫倒)

一
に
は
か
し
こ
の
声
韻
を
こ〉
の
二立日
に
仮
れ
る
也 。
其一一一
を
い

は〉
ナ
ラ
ナ
ク
ニ
を
奈
良
名
君
ウ
ツ
セ
ミ
を
管
臆
等
の
類
是
也 。
其
こ

に
は
か
し
こ
の
音
韻
を
た〉
ち
に
呼
て
こ
〉
の
音
便
を
示
す
者
有 。
其

一一一
を
い
は〉
国
崎
に
君
佐
木
と
注
し
針
訴
に
罰
佐
久
と
注
す
る
等
の

類
是
也 。
い
て
や
今
の
世
に
上
古
の
音
韻
を
窮
む
る
は
是
等
の
例
を
お

き
て
か〉
み
つ
へ
き
も
の
あ
る
事
な
し 。

(
九
丁
裏
|
十
丁
表)

今
道
は 、
特
に
舌
内
韻
尾n
と
唇
内
韻
尾m
の
区
別
が
古
書
に
お
い
て
明
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白
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る 。

抑、
舌
唇
の
二
韻
は
二
牟
を
用
て
差
別
す
る
事
は
古
書
に
其
証
明
か
な

れ
は
ゆ
め
/\
通
用
す
へ
き
に
あ
ら
す 。
猶
古
例
に
む
か
へ
て
こ
〉
ろ

得へ
く
こ
そ 。

(
十一
丁
表)

両
韻
尾
の
区
別
の
証
拠(「二
牟
差
別
之
例」)
と
し
て
今
道
は 、
次
の
古
証

を
挙
げ
る 。

f珂刈言討論争における上田秋成の依拠学説

因1
幡人

長:里
他 用聯
馬 号 ， � しる

を 佐ふ ヌ高
奈 をの
牟 転留1

讃士早2敏; 容 印:とき良2 遍2馬2 蘭Z着 恵ヱ会2用転 は のが
手車 音 正

丹タ篇E 信ν讃; 等 号: む
比: 夫; 岐キg -， 、 t雲

市 曹 カ り 望む
l正 午J

珍3 難T 計
上 民 ; 海j 散サ波:背し
り 弾3 太タ 、 頬i 五 害 1諸 布7 t長 官ヌ
2 耳F ヶ に 百 ノ

闘 E 近7 平; 一 室 ι 
音 五 筒 z 子シ 銭Zと 通

近= 磁T木;包
志J 叡与繁t z
呂 ロ 芦t子Z 長
魚 島二 年
名 主
型 隠2 え

，�. 語 出ス!': し
高i員 事72
転 己 場 ヲ今
用 上 孟

ス

字
万
葉
集
助
辞

舌
韻
無
梧
者
か

雪量ウ

扉; þ. 
口

転
遠T舌
敷三韻

例

ヰ
ナ
ヘ

ロ同月A汁

半
月

粉Z乙1
君2訓2
子
万
葉
集
助
辞

紫 と
苑l

半
挿

反2平へ此 和
反 主主タ 又 名字 trt-IJ 六 抄
/ 家 不
閉 な 男
括 謎 ク ら 土=， 併す ル y← す土空 馬メ ふ 天
異 む。

ナ
.'

L 訊|zt
詳 覚2主

も
ふ

言，，� � 
覇: 与;

" 

敦;ti賀ヵ3
航

和
国

夷?
j管;

Ã恥

転
伊: 吾
参i 韻

伊l

奄 ?
萎Z

甘
楽

エシ，口 わ

深i

ナ
マ
シナ

男
信

伊f
甘二

黄キ

イ
ナ
ミ

ア
ム
ヤ

オ
ム
ナ

印
南

塩
屋

立回
那

ト
ウ
シミ

h
エ
ム

ウ
ツ
セ
ミ

燈
心

飛
箸
己
上
和
名
抄

饗
膳
空
輝
也

一フ
ム
ラ

ム
ザ
ム
ケ
ム
ケ
ム

ラ一
ム
ナ
ム
ケ
ム
カ

ム
テ

ム

濫
覧
三
監
険

藍
南
兼
甘
点

己
上
古字

万
業
集
助
辞
此
等
の
数字

を
用
て

六
今
盛
り
な
に

司、
独
か
も
穫
に

「、
花
や
ち
る
ら
に
「、
若
な
つ
み
て
に
な

と
通
は
す
へ
き
か
は
二
牟
は
必
差
別
あ
る
事
也

(
十一
丁
表
l
十二
了
表)

今
道
は 、
主
と
し
て
和
名
抄
所
載
の
地
名
と
万
葉
集
の
助
辞
の
傍
訓
仮
名

を
根
拠
に
し
て
上
代
の
日
本
漢
字
音
に
お
け
る
舌
内
韻
尾
と
唇
内
韻
尾
の
存

在
を
実
証
し
て
い
る 。
古
書
に
存
す
る
地
名
を
漢
字
音
研
究
の
資
料
に
用
い

た
の
は 、
本
居
宣
長『
地
名
字
音
縛
用
例』
(
寛
政
十二
年一
八
O
O
刊
行)
が

知
ら
れ
る 。
こ
の
ア
イ
デ
ア
が
後
の
東
条
義
門「
男信」
(
天
保
六
年一
八
三

五
成
立)
を
導
く
こ
と
に
な
る
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が 、『
喉
音
用
字
考』

の
地
名
引
証
と
万
葉
集
の
助
辞
例
の
考
証
は
こ
れ
ら
の
業
績
に
迄
か
に
先
行

す
る 。
右
の
記
述
に
続
い
て
今
道
は 、
舌
内
韻
尾
と
唇
内
韻
尾
の
区
別
を
拒

絶
す
る
宣
長
を
批
判
し
て
い
る 。

右
件
の
三
例
を
証
し
て
お
も
ふ
に
開
転
は
舌
内
韻
を
呼
事
穏
な
く
合
転

に
舌
内
唇
内
の
二
韻
を
呼
事
又
稿
な
き
か
こ
と
し 。
然
る
に
本
居
主
は

此
韻
に
用
字
の
差
別
有
を
妄
説
也
と
云 。
委
し
くハ
漢
字
三
音
考
に
云

へ
し
と
あ
れハ
暫
其
深
遠
を
計
難
し 。

(
十二
丁
表)

舌
内
韻
尾
と
唇
内
韻
尾
の
区
別
の
存
在
を
拒
絶
す
る
宣
長
の
姿
勢
が
『
町

刈
霞』
論
争
の
火
種
の一
つ
に
な
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る 。
ち
な
み
に

「
喉
音
用
字
考」
が
舌
内
韻
尾
と
唇
内
韻
尾
の
区
別
を
明
ら
か
に
し
た
以
上 、

三
内
韻
尾
の
う
ち
の
喉
内
韻
尾
を
著
者
が
ど
う
捉
え
て
い
た
か
に
つ
い
て
関

衣:

陰1
陀且 ヤ

メ"- コ 問刀ウ
-，ム
将
来
也

ネ
ム念

将
寝
也



心
が
持
た
れ
る
が 、
本
書
で
は
そ
れ
が
未
解
明
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る 。

此
篇
敢
て
喉
内
の
韻
に
さ
た
せ
さ
る
事ハ
烏
子
伊
以
為
の
通
別
い
ま
た

其
証
を
得
さ
る
か
故
也 。
後
の
君
子
願ハ
補
ひ
給へ 。
(
十
八
丁
裏)

以
上 、
紹
介
し
て
き
た
砺
波
今
道
『
喉
音
用
字
考』
の
記
述
は 、
学
説
史

上
忽
せ
に
出
来
な
い
も
の
で
あ
る 。
そ
の
主
た
る
内
容
を
次
に
ま
と
め
て
示

す 。
①
近
世
仮
名
遣
い
論
の
懸
案
で
あ
っ
た
「
喉
音
三
行
弁」
の
音
韻
学
的

規
定
を
「
韻
鋭」
の
開
合 、
声
母 、
等
位
を
組
み
合
わ
せ
て
説
明
す

る
こ
と
に
成
功
し
た 。

②
①
で
得
ら
れ
た
理
論
的
観
点
に
よ
っ
て
古
代
語
に
存
し
た
ア
行
の

「
衣」
と
ヤ
行
の「
延」
の
区
別
を
予
見
し
た 。
こ
の
観
点
は
太
田
全

斎
『
漢
呉
音
図」
に
先
行
し 、
実
証
さ
れ
る
の
は
奥
村
栄
実

主旦一一同

衣
延
弁」
(
文
政
十二
年
政一
八
二
九)
に
お
い
て
で
あ
る 。

③
上
代
日
本
漢
字
音
に
存
在
し
た
舌
内
被
韻
尾
と
唇
内
媛
韻
尾
の
区
別

を
発
見
し
た 。
こ
の
事
実
は 、
従
来
そ
の
創
見
を
言
わ
れ
る
東
条
義

設
6

門
『
男信』
(
天
保六
年
成一
八
三
五)
に
先
行
す
る 。

四

「
阿
刈
霞」
論
争
に
お
け
る
上
田
秋
成
を

ど
う
評
価
す
る
か

80( 9 ) 

次
に 、
最
も
興
味
深
い
点
と
し
て
本
書
が
対
宣
長
論
争
に
お
け
る
上
田
秋

成
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
評
価
し
て
お
き
た
い 。
い
わ
ゆ

る
「
阿
刈
陵』
論
争
に
お
い
て
秋
成
は 、
砺
波
今
道
の
音
韻
学
に
拠
っ
た
と

し
て
「
上
代
和
語」
に
お
け
る
援
音
便「
ん
(n
こ
と
「
半
濁
音
(ハ
行
転
呼

音
こ
の
存
在
を
主
張
し
て
い
る 。
こ
れ
は
宣
長
の
『
漢
字
三
音
考』
に
あ
る

「
ン」
音
の
論
と
「
半
濁
不
正」
の
論へ
の
批
判
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る 。
「
ン」
の
論
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が 、
宣
長
の
言
う
「
半
濁
音」
は
パ

ピ
プ
ペ
ポ
の
音
を
指
し
て
お
り、
宣
長
は
そ
れ
を
「
清
濁
ノ
間
ノ
音」
と
し

て
上
代
語
に
存
在
し
な
い
と
し
た
(『
阿
刈
霞』
第
六
条
『
本
居
宣
長
全
集」
第

八
巻
三
八
五
頁) 。
そ
の
真
意
に
つ
い
て『
漢
字
三
音
考」
で
は
次
の
よ
う
に
言

〉フ 。
又
外
国ニ
ハ 。
ベ
叫
引
ベ

ニ
清
濁
ノ
間
ノ
音
ア
リ 。
濁

音
ヲ
呼
プ
如
ク
ニ
唇
ヲ
弾
テ
清
音ニ
呼
プ 。
[
ベ
ヲ
姻
波
ノ
波
ノ
如
ク 。

叶
ヲ
尊
卑
ノ
卑
ノ
如
ク 。
オ
ヲ
南
風
ノ
風
ノ
如
ク 。
ベ
ヲ
権
柄
ノ
柄
ノ

如
ク 。
利
ヲ一
本
ノ
本
ノ
如
ク
呼
プ
是
ナ
リ 。]
此
方ニ
テ
半
濁
ト
云 70

漢
国ニ
テ
ハ
コ
レ
ヲ
モ
清
音
ト
ス
ル
也 。
此 レ
殊ニ
不
正
都
僅
ノ
音
ナ

リ 。
皇
国
ノ
古
言ニ
此
音
ア
ル
事
ナ
シ 。

「
外
国 ノ
音
正
シ
カ
ラ
ザ
ル
事」
「
本
居
宣
長
全
集』
第
五
巻
三
八
四
頁

こ
の「
半
濁
音」
を
秋
成
は
ハ
行
転
呼
音
の
意
味
に
読
み
違
え
て
宣
長
に
食

い
下
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が 、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
『
町
刈
霞』
の
中

で
宣
長
の
当
然
の
反
撃
を
受
け
て
論
破
さ
れ
た 。
秋
成
の
言
う「
半
濁
音(ハ

行
転
呼
音
こ
の
存
在
根
拠
と
は 、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る 。

半
濁
又
不
正
音
也
と
や 、
も
し
ん
の
声
は
強
て
字
に
つ
き
て
む
也
と
い

ふ
も 、
し
は
ら
く
従
ひ
を
ら
ん 、
此
半
濁
に
お
き
で
は
固
く
従
ふ
へ
か

ら
す 、
凡
言
語
を
打
出
た
ら
む
に 、
連
声
な
く
て
は
調
ふ
ま
し
き
也 、

半
濁
と
い
ふ
は
清
と
濁
と
の
中
聞
に
在
て 、
実
に
和
讃
の
声
と
い
ふ
へ

き
者
也 、
阿
波
を
も
安
和
と
唱へ
た
ら
む
に
は 、
何
を
所
因
と
し
て
波

ホ
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と
和
と
を
書 キ
分
つ
べ
き
そ
と
は
い
は
れ
た
る
さ
ま
な
れ
と 、
於
衷
は

其
音
分
別
有
て
二
字
を
用
る
也
と 、
さ
ら
は
於
と
蓑
は
唱
る
口
に
も
聞

ク
耳
に
も
さ
や
か
に
分
り
て 、
彼
の
半
濁
と
和
と
は 、
何
と
て
呼
に
も
聞

ク
に
も
分
り
か
た
き
や

『
町
刈
霞』
第
六
条
『
本
居
宣
長
全
集」
第
八
巻
三
八
四
頁

右
の
秋
成
の
論
法
は 、
オ
ヲ
の
発
音
の
区
別
が
上
代
に
あ
る
な
ら
「
半
濁

音」
も
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る 。
こ
れ
は
勿
論
秋

成
の
論
理
の
飛
躍
で
あ
る 。
こ
れ
に
対
す
る
宣
長
の
反
論
は
も
は
や
省
略
に

従
う
が 、
秋
成
の
言
う
「
半
濁
音」
の
上
代
語
で
の
非
存
在
を
主
張
す
る
宣

長
の
立
場
が
今
日
の
音
韻
史
の
結
論
と
合
致
す
る 。

次
に
援
音
使「
ん(
n)」
音
の
存
否
を
め
ぐ
る
論
争
は
ど
う
で
あ
る
の
か 。

「
漢
字
三
音
考」
の
記
述
を
見
ょ
う 。

又
外
国ニ
ハ 。
韻
ヲ
叶

トハ
ヌ

ル立回
殊ニ
多
シ 。
叶ハ
全
ク
鼻
ヨ

リ
出

ル
声ニ
シ
テ 。
口
ノ
音ニ
非
ズ 。
放ニ
余
ノ
諸
ノ
音ハ 。
口
ヲ
全
ク
問

。il

キピシ

テ
ハ
出
ザ
ル
ニ 。
此
叶
ノ
音
ノ
ミ
ハ 。
口
ヲ
緊
ク
閉
テ
モ
出
ル
也 。
サ

レ
パ
皇
国
ノ
五
十
連
音
ノ
五
位
十
行
ノ
列
ニ
入 ラ
ズ
シ
テ 。
縦ニ
モ
横

ニ
モ
相
通
フ立日
ナ
ク 。
タマ
孤 リ
立チ
ナ
リ 。
然
ル
ニ
外
国
人
ノ
音ハ 。

タ
モ
リ

11l

モノ

凡
テ
溜
濁
テ
多
ク
鼻ニ
触
ル
、
中ニ 。
殊ニ
此
刈
ノ
韻
ノ
多
キ
ハ 。
物

言
ニ
口
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
鼻
ノ
声
ヲ
モ
厨
借
ル
者ニ
シ
テ 。
其
不
正
ナ
ル
事

明
ラ
ケ
シ 。
皇
国
ノ
古
言ニ
ハ 。
ン
ノ
声
ヲ
用
ル
者一
ツ
モ
ア
ル
事
ナ

シ 。

f阿刈霞j 論争におげる上回秋成の依拠学説

「
外
国 ノ
音
正
シ
カ
ラ
ザ
ル
事」
「
本
居
宣
長
全
集』
第
五
巻
三
八
四
頁

特
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は 、
宣
長
は
「
皇
国
五
十
ノ
正
音ニ

ん
ノ
勾
ア
ル
事
ナ
シ」
(『
上
回
秋
成
論
難
之
弁」
「
本
居
宣
長
全
集」
第
八
巻)
と

す
る
よ
う
に 、
論
点
を
上
代
の「
大
和
言
葉」
に
絞っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る 。

一
方 、
今
道
が
「
喉
音
用
字
考」
に
お
い
て
発
見
し
た
舌
内
韻
尾
と
唇
内
韻

尾
の
区
別
と
は 、
上
代
の
漢
字
音
に
つ
い
て
の
み
当
て
は
ま
る
こ
と
で
あっ

て
当
時
の
「
大
和
言
葉」
に
援
音
便
ん(n)
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い

て
彼
は
言
及
し
て
い
な
い 。
こ
の
今
道
の
姿
勢
は 、
今
日
の
漢
字
音
研
究
の

共
通
認
識
に
合
致
す
る 。
こ
の
分
野
の
現
代
に
お
け
る
代
表
的
学
説
で
あ
る

亀
井
孝「
上
代
和
音
の
舌
内
援
音
尾
と
唇
内
援
音
尾」
(『
亀
井
孝
論
文
集
3」

吉
川
弘
文
館)
に
お
い
て
も 、
「
上
代
和
音」
と
は
「
漢
字
音
に
お
け
る
和
音

の
意」
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る 。

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
上
代
漢
字
音
に
n
韻
尾
と
m
韻
尾
の
区
別
を
認
め

な
か
っ
た
宣
長
は 、
今
道
に
批
判
さ
れ
た
よ
う
な
漢
字
音
研
究
に
お
け
る
限

界
を
持っ
て
い
た 。
し
か
し
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て 、
上
代
和
語
に
お
け
る「
ん」

音
の
存
在
を
否
定
す
る
彼
の
主
張
ま
で
が
妥
当
性
を
失
っ
た
わ
け
で
は
な

い 。
は
っ
き
り
し
て
い
る
点
は 、
宣
長
が「
上
代
の
大
和
言
葉
に
ん(n)
の

音
は
存
在
し
な
い」
と
主
張
し 、
今
道
が
「
上
代
日
本
漢
字
音
に
舌
内
媛
韻

尾
(n)
と
唇
内
援
韻
尾(m)
の
区
別
が
存
在
す
る」
と
主
張
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る 。
彼
ら
の
見
解
は 、
と
も
に
今
日
の
音
韻
史
研
究
の
結
論
と
合

致
す
る 。
と
こ
ろ
が
秋
成
は 、
上
代
の
大
和
言
葉
に
「
ん」
音
が
存
在
す
る

と
主
張
し 、
そ
の
根
拠
に
万
葉
集
の
次
の
よ
う
な
用
例
を
挙
げ
る 。

ミ
テ
ン

ツグケン

ユ
タラン
ワカレナン
ミ
ダレ
コ
ン
カ
モ

コ
ヒ
ヤ
タ
ラ
ザ
ン

見
点 、
告
兼 、
行
覧 、
別
南 、
乱
今
可
問 、
恋
也
久
良
三 、
こ
れ
ら
の

字 、
漢
に
ん
の
勾
な
る
こ
と
明
白
也

『
阿
刈
霞』
第
三
条
「
本
居
宣
長
全
集」
第
八
巻
三
七
九
頁



し
か
し
秋
成
の
挙
げ
る
「
点・
兼・
南・
今・
三」
は 、
ど
れ
も
唇
内
韻

尾m
の
字
で
あ
り、
『
喉立日
用
字
考』
で
は
す
べ
て
「
合
転
唇
韻
例」
に
分
類

さ
れ
て
い
る
(
第
三
節
資
料「
合
転
唇
韻
例」
参
照) 。
本
書
を
読
ん
で
そ
れ
を

注
7

援
用
す
る
な
ら 、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
誤
り
を
犯
し
て
は
な
ら
な
い 。
秋

成
は 、
宣
長
と
論
点
の
異
な
る
今
道
の
主
張
を
拡
張
解
釈
し
て
「
上
代
の
大

和
言
葉
に
ん(n)
音
が
存
在
す
る」
と
い
う 、
根
拠
の
乏
し
い
自
説
を
創
作

し
て
し
ま
っ
た 。
ま
た
秋
成
は 、
中
世
以
来
の
音
図
の
「
お
を」
の
行
所
属

の
錯
誤
を
修
正
し
た
宣
長
の「
於
乎
所
属
弁」
(「
字
音
仮
字
用
格』)
が
脈
に
落

ち
な
い
と
見
え
て
次
の
よ
う
な
疑
念
を
呈
し
て
い
る 。

川凶叫

到叫
の
通
ひ
を
何
と
か
い
ふ
へ
き 、
そ
の
う
へ 、
大
は
必
お

と
い
ひ 、
小
は
必
を
と
い
ふ
に 、
お
は
重
く
を
は
軽
き
こ
と
は
り
又
た

が
へ
り、
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『
珂
刈
霞」
第
九
条
『
本
居
宣
長
全
集」
第
八
巻
三
九一
頁

右
の
疑
念
は 、
ア
行
ワ
行
の
音
の
区
別
と
「
い
ぬ
|
ゑ
ぬ」
な
ど
の
音
の

通
用
を
ど
う
整
合
的
に
説
明
す
る
の
か 、
さ
ら
に
「
お
を」
の
発
音
の
相
違

を
「
軽
重」
の
概
念
で
説
明
し
た
「
喉
音
三
行
弁」
の
主
張
に
対
し
て 、
大

を
「
お」
と
い
う
「
軽
い」
音
で 、
小
を
「
を」
と
い
う
「
重
い」
音
で
区

別
す
る
の
で
は
表
わ
す
意
味
と
の
関
係
で
不
対
応
を
生
ず
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
も
の
で
あ
る 。
こ
れ
に
対
し
て
室
長
は 、
立日
の
適
用
が
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
区
別
が
存
在
し
な
い
と
い
う
証
拠
に
は
な
ら
な
い
と
し
た
上
で
次
の

よ
う
に
反
論
す
る 。

注
8

又
大
は
お
小
は
を
な
る
を
以
て 、
立目
の
軽
重
を
い
ふ
も
ひ
が
こ
と
也 、

凡
て
言
語
の
意
の
軽
重
と 、
そ
の
音
の
軽
重
と
は
別
な
る
物
に
て 、
さ

ら
に
相
あ
づ
か
ら
ぬ
事
也 、
さ
れ
は
言
の
意
は
大
は
重
く 、
小
は
軽
け

れ
と
も 、
そ
は
其
言
の立日
の
軽
重
に
は
か〉
は
ら
ず 、
た
と
へ
は
岩
は

甚
重
き
物
な
れ
共 、
い
は
甘世
軽
き
音
也 、
(
中
略)
か
く
て
あ
行
は
必
お

に
て
軽
く 、
わ
行
は
必
を
に
て
重
き
事
は
明
証
共
多
き
こ
と 、
既
に
字

立日
か
な
つ
か
ひ
に
出
せ
る
か
如
し 、

『
阿
刈
霞』
第
九
条
「
本
居
宣
長
全
集』
第
八
巻
三
九一
一貝

こ
こ
で
は 、
語
の
意
味
と
音
と
の
窓
意
的
関
係
を
主
張
す
る
宣
長
の
論
が

結
果
と
し
て
正
当
で
あっ
た
だ
け
で
は
な
く 、
当
時
と
し
て
卓
越
し
た
認
識

で
あ
っ
た
こ
と
を
留
意
し
て
お
き
た
い 。
秋
成
の
音
声
言
語
観
は 、
経
験
主

義
と
は
い
え
そ
の
唯一
の
よ
り
ど
こ
ろ
が「
言
霊
ノ
ウ
へ
ノ
事ハ
口
舌ニ
随

ヒ
テ
定
ム
へ
シ」(『
上
回
秋
成
の
答
書』)
と
す
る
よ
う
な
自
ら
の
言
語
経
験
で

あっ
て 、
そ
れ
を
す
べ
て
の
時
代
に
及
ぼ
し
て
物
差
し
に
す
る
非
歴
史
的
な

も
の
で
あ
る 。
そ
の
学
理
的
根
拠
は 、
同
じ
く
非
歴
史
的
な
理
論
体
系
で
あ

る
『
韻
鏡』
注
釈
由
来
の
音
韻
学
や
悉
曇
学
で
あ
り、
そ
れ
も
深
い
理
解
に

達
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
水
準
の
も
の
で
あ
っ
た 。
強
い
個
性
を
放
つ
民

族
主
義
者
宣
長
に
相
対
す
る
と
き
の
秋
成
に
我
々
が
共
感
を
寄
せ
る
余
り、

古
代
音
声
に
関
す
る
彼
の
主
張
の
中
に
近
代
的
性
格
を
認
め
る
こ
と
は
適
切

な
こ
と
で
は
な
い 。

以
上
の
よ
う
に 、
対
宣
長
論
争
に
お
け
る
秋
成
の
無
視
で
き
な
い
誤
謬
の

幾
つ
か
が 、
背
後
に
い
る
今
道へ
の
学
史
家
の
関
心
を
遠
ざ
け
て
き
た
こ
と

は
否
定
で
き
な
い 。
そ
の
結
果 、
今
道
の
画
期
的
な
発
見
が
半
永
久
的
に
没

し
た
の
で
あ
る 。
秋
成
の
音
韻
学
的
根
拠
と
は 、
こ
の
よ
う
に
脆
弱
で
あっ

た 。
音
韻
学
の
優
れ
た
成
果
を
誤
っ
て
上
代
和
語
に
付
会
し
た
秋
成
の
不
敵
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な
姿
勢
は 、
果
た
し
て
宣
長
の
絶
望
的
な
怒
り
を
引
き
起
こ
し
た 。
し
か
し 、

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
稀
有
の
学
者
砺
波
今
道
も
ろ
と
も
に
葬
ら
れ
た
と
す
れ

ば 、
今
道
に
と
っ
て
不
幸
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
日
本
語
研
究
に
と
っ
て
も

癒
し
難
い
痛
恨
事
で
あ
っ
た 。
宣
長
の
民
族
主
義
的
な
音
声
言
語
観
が
今
日

の一
般
言
語
学
的
観
点
に
合
致
し
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
無
い
が 、
こ
の
論

争
に
つ
い
て 、
秋
成
の
主
張
が
結
果
的
に
今
日
の
音
韻
史
研
究
の
成
果
に
合

時4A
nqd

致
し
て
い
3
と
い
う
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
評
価
に
つ
い
て
は
訂
正
さ
れ
る
必

要
が
あ
る 。

I阿刈霞j論争における上回秋成の依拠学説

注1
拙
稿
「『
喉
音三
行
弁』
と
近
世
仮
名
遣い

論
の
展
開」
『
国
語
学』
一
九

二
集
(
国
語
学
会一
九
九
八)
拙
稿
「
日
本
語
学
史
に
お
け
る
『
音
声』
の

発
見」
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究

論
集』
文
学
篤
(二
O
O
こ

注
2

『
本
居
宣
長
全
集』
(
筑
摩
書
房)
第
八
巻 、
三
九
四
|

四
O
O
頁

注
3

注
l

拙
稿
ご
九
九
八)

注
4
ヤ
行
仮
名
に
関
す
る
音
韻
学
の
枠
内
で
の
合
理
的
な
認
識
を
学
史
上
最

初
に
示
し
た
の
が
太
田
全
斎
「
漢
呉
音
図』
「
耶
行
定
位」
で
あ
ろ
う 。

注
5
本
書
で
は『
韻
鏡』
第
十一
転
にか
か
る
ア
行
仮
名
を「
開A
E
と
す
る。

こ
れ
は『
字
音
仮
字
用
格」
「
開
合
指
掌図」
を
襲っ
た
も
ので
あ
る
が
こ
の

分
類
を
宣
長
の「
新
製」
と
批
判
す
る『
漢
呉
音
図』
は 、
漣
禽
本『
韻
鏡」

と
「
管
ヱナ』
『
呂
氏
春
秋」
の
記
述
に
よっ
て「
開」
に
分
類
し 、
オ
ヲ
の
開

合
の
問
題
に一
応
の
決
着をつ
げ
た 。
東
条
義
門『
於
乎
軽
重
義』
(
文
政
十

年一
八
二
七)
は
『
漢
呉
音
図』
の
分
類
に
倣
う 。

注
6
漢
字
音
に
お
け
るn
韻
尾m
韻
尾
の
区
別
を
発
見
し
た
最
初
期
の
も
の

と
し
て
中
村
傷
斎『
韻
学
私
言』
(
元
禄
五
年一
六
九二)
が
報
告
さ
れ
て
い

る
(
岡
島
昭
浩
「
元
禄
期
に
お
け
る
字
音
M
尾
N
尾
の
発
見

||中村傷斎の

「誠学私言」
1|」

「
文
献
探
究』一
八 、
一
九
八
六) 。
本
書
は 、
岡
島が「
国

語
の
中で
の
使
用
には
言
及し
て
い
ない」
と
述べ
る
如
く 、

抽
象
的
な
古

典
音
と
し
て
導か
れ
た
理

論
的
研
究
の
達
成で
あ
る。
よっ
て
こ
れ
は 、
東

条
義
門
『
男
信』
な
ど
が
上
代
日
本
漢
字
音
に
お
け
る
両
韻
尾
の
区
別
の
存

在
を
上
代
語
資
料
を
用い
て
証
明
し
た
歴
史
規
定
的
な
漢
字
音
研
究
に
連

な
る
も
ので
は
ない 。
今
道
の
業
績は
上
代
日
本
漢
字
音
の
実
証
的
研
究
と

し
て
『
男
信」
に
連
な
る
点で
特
段
の
価
値
を
有
す
る。

注
7

有
坂
秀
世
「
上
代
音
韻
致」
第三
部
第
四
篇
六
八
0
1

六
八一
頁が 、
こ

の
部
分
の
秋
成
の
主
張が
宣
長
の
回
答
に
よっ
て
「
締
麗
に
破
ら
れ
て
ゐ

る」
と
す
る
評
価
を
行っ
て
い
る。

注
8
こ
の
部
分
の
宣
長
の
主
張
と
第
十
条
の「
師
の軽
重
を
以
て
い
は
れ
し
は

従ひ
か
た
し」
と
い
う
秋
成
の
主
張
と
が
「
お
を」
の
区
別
を
と
も
に
「
軽

重」
の
概
念
で
括
るこ
と
に
批
判
的
で
あ
る
点
に
おい
て
「
軌
を一
に
す
る

も
の」
で
あ
る
と
の
見
解
が
飯
倉
洋一
に
よっ
て
提
出
さ
れ
て
い
る
(「『
阿

刈
霞』
上
篤
と
宗
武・
字
万
伎
の
『
仮
字
問
答』」
「
文
献
探
究』
一
五 、
一

九
八
四) 。
こ
こ
で
の
秋
成
の
真
意
は「
お
を」
を
軽
重
で
区
別
す
るこ
と
に

批
判
的
で
あ
る
点
で
疑
問
の
余
地
は
ない
が 、
宣
長
の「
又
大
は
お
小
は
を

な
る
を
以
て 、
音
の
軽
重
をい
ふ
も
ひ
が
こ
と
也」
は 、
本
文
中で
述べ
た

よ
う
に
音
の
軽
重
を
諾
の
意
味
に
結
び
つ
り
るこ
と
を
指
し
て
「
ひ
が
ご

と」
と
す
る
の
で
あっ
て 、
両
者
の意
見
が
「
軌
を一
にし
て
い
る」
わ
け

で
は
ない 。
「
お
を」
を
音
の
軽
重
で
区
別
す
る
見
解
は 、
宣
長
の「{子
音
仮

字
用
格』
「
喉
音三
行
弁」
で
既
に
表
明
さ
れ
て
お
り 、
九
条か
ら
十二
条
に

か
げ
で
の一
連
の
遣
り
取
り
は
そ
の
点
を
巡
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
意
を

払
う
必
要が
あ
る

注
9
本

論
争
の
国
語
学
的
な
評
価
につ
い
て
は
部
分
的
に
は
注
7

に
挙
げ
た

有
坂
秀
世
の
も
の
が
知
ら
れ
るが 、
戦
後は
室
長
の
民
族
主
義
的
音
声
言
語

観が
嫌
わ
れ 、
ほ
ぽ一
貫
し
て
彼
の
評
価
は
低い 。
『
国
語
学
辞
典」
(
国
語

学
会
編 、
東
京
堂
出
版一
九
五
五)
「
阿
刈
霞」
(
春
日
和
男)
の
項
目
で
は

「
し
か
し
て
宣
長
の

論
の
根
底
を
な
す
も
の
は 、
国
学
者
流
の
尊
皇
思
想で 、
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そ
れ
も
学
理
を
超
越
し
て
強
調
さ
れ
た
た
め 、
結
果
的
に
は
秋
成
の
説
の
方

が
今日
で
は
肯
定
さ
れ
て
い
る。」
と
し 、
『
国
語
学
大
辞
典」
(
同
学
会
編 、

東
京
堂
出
版一
九
八
O)
で
も
同
じ
記
述が
踏
襲
さ
れ
た 。
こ
れ
が
国
文
学

や
思
想
史
で
こ
の

論
争
を

論
ず
る
際
の
参
考
に
供
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で

あ
る。
か
か
る
認
識
に
加
え
て 、
高
田
衛『
上
回
秋
成
年
譜
考
説』
「『
阿
刈

霞』
論

争
の
形
成
過
程
試

論」
(
明
善
堂
書
底 、
一
九六
回)
に
よっ
て

論
争

の
成
立
過
程へ
の
文
献
学
的
な
考
証が
進
展
し 、
宣
ER
の
手
に
よ
る
秋
成
説

の
意
図
的
編
集
と
い
う
疑い
が
表
明
さ
れ
る
に
及
ん
で
宣
長
の
立
場
の
不

利
が
強
く
印
象
付
け
ら
れ
た 。
そ
の
後 、
宣
長
宛
の
秋
成
の
書
簡『
上
回
秋

成
の
答
書』
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
宣
長
の
意
図
的
編
集
説
は
や
や
軽
減
し

た 。
こ
の
報
告
は
『
本
居
宣
長
全
集』
第
八
巻「
解
題」
(
大
久
保
正)
に
よ

る
も
ので
あ
るが
国
語
学
上
の
評
価
につ
い
て
は
「
宣
長
の
古
文
献
絶
対
主

義
に
対
し 、
秋
成が
経
験
主
義
の
立
場
か
ら
反
対
し
て
争っ
た
の
は 、
下
篇

の
論

争
に
も
共
通
す
る
性
格
で
あ
るが 、
秋
成
の
議

論
に
は 、
宣
長
の
よ
う

な
学
問
的
方
法が
欠
げ
て
お
り 、
そ
の
た
め
に
宣
長
の

論
鋒
の
前
に
た
じ
た

じ
と
なっ
てい
るこ
と
は
否
め
ない 。
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
理

論
を
超
越
し

た
形
で
宣
長
の
主
張
す
る
国
粋
主
義
的
国
語
観
の
弊
を
鋭
く
衝い
て
お
り 、

結
果
的
に
は 、
秋
成
の

論が 、
今
日
の
国
語
学
研
究
の
結

論
と
合
致
す
る
と

こ
ろ
が
少
な
く
ない 。」
(
五
二
頁)
と
し
て
秋
成
に
対
す
る
同
情
的
な
評
価

を
残
し
てい
る。
古
田
東
朔・
築
島
裕『
国
語
学
史』
(
東
京
大
学
出
版
会一

九
七二)
も
「
の
ち
に、
宣
長
の
考
え
は
訂
正
さ
れ
るこ
と
に
な
り 、
現
在

で
は 、
結
果
的
に
は
秋
成
の
意
見
の
方
が
認
め
られ
て
い
る。」(二
六
五
頁)

と
し
て 、
秋
成
寄り
の
評
価
を
下
し
て
い
る。

付
記
資
料
の
翻
刻
に
際
し
て
久
保
田
啓一
氏
(
広
島
大
学)
高
橋
明
彦
氏
(
金

沢
美
術
工
芸
大
学)
の
ご
助
言
を
頂い
た 。
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す 。

本
論
文
は 、
平
成
十三
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
基
盤
研
究C
|
2「「
喉

音三
行
弁」
の
観
念
の
成
立
と
日
本
音
韻
学
の
自
立
化
過
程
に
関
す
る
学
説
史
的

研
究」
の一
環
で
あ
る。

||名
古
屋
大
学
大
学
院
教
授
||

二
O
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一
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二
O
O二
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六
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第一
稿
受
理

最
終
稿
受
理


